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阿南商工会議所会報

企業を育て地域を伸ばす！
会報「ニュー阿南」は、会員事業所および官公庁、全国主要会議所等に郵送しています。会員以外で購読をご希望の方は阿南商工会議所までご連絡ください。

プロフィール
羽尻 利門（はじりとしかど） 絵本作 家 阿 南 市見能 林 町 在住　
1980 年兵庫県に生まれ、２歳より京都で育つ。主な作品に、『夏
がきた』（あすなろ書房）、『ごめんなさい』（作・サトシン ポプラ社）、

『花まつりにいきたい』（作・あまんきみこ 本願寺出版社）、『やめ
ろ、スカタン！』（作・くすのきしげのり 小学館）、『あいつとぼく』

（作・辻村ノリアキ PHP 研究所）など多数。日本児童出版美術家
連盟会員。ホームページ：http://hajiritoshikado.com

羽尻利門 （イラスト・文）

日差しの暖かさに春の息吹を感じる季節となりました。

地面をみれば、新しい雑草や野花が顔を出して、ニッコリ微笑んで

いるようです。花が少しむずむずするのがたまにきずですが、それ

も含めて、春の喜びを味わいたいものですね。今年も満開の桜を見る

のが楽しみです。
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尾道海技大学校を訪問し、
視察・意見交換を実施！

　２月 13 日㈫～ 14 日㈬にかけて、
ふなどころ阿南まちづくり協議会は広島

県尾道市にある尾道海技大学校を訪問し、
施設の視察や教員との意見交換を行いました。

　尾道海技大学校は、民間の船員職業訓練練施設と
して多くの船員を誕生させている歴史のある学校であり、今回
の訪問は今後ますます厳しくなる船員不足に対応するため、こ
ういった民間の教育機関との連携を図り、阿南市内の内航海運
業者で働く船員を一人でも多く確保するための第一歩です。
　今後も様々な学校や関係機関とのネットワークを構築し、阿
南市の内航海運業の活性化に向けての活動を計画しています。

船乗りの様子を描いた
絵本100冊を阿南市に寄贈!
　２月20日㈫、阿南市の海運業者など
でつくる「ふなどころ阿南まちづくり協
議会」（杉本敏会長）は、子供たちに船乗
りの仕事に興味を持ってもらおうと、内航船で
働く船員の仕事が描かれた絵本「かがくのとも３月号
かもつせんのいちにち」100 冊を阿南市に寄贈しました。
　市役所であった寄贈式で、杉本会長から岩浅阿南市長や市保
育所長会の兼上会長らに絵本を手渡しました。
　絵本は市内の保育所と幼稚園、図書館に配布されることにな
り、杉本会長は「地元の子供たちに海の仕事を知ってもらい、
将来の仕事として選んでほしい。」と希望を熱く語りました。

平成29年度 優良従業員表彰式を開催 ～永年勤続の44名を表彰～

　１月 23 日㈫、阿南市文化
会館に於いて、平成 29 年度
優良従業員表彰式が阿南地区
選出の県議会議員をはじめ、
多くのご来賓をお迎えして盛
大に開催されました。
　本表彰式は事業所からの推
薦に基づき、企業発展に貢献
された従業員の功績を称える
ため、毎年開催されているも
のです。
　本年度は 10 年以上勤続表彰（阿南市・阿南商工会議所・阿南地方労働基準協会・阿南地区労
務改善協会表彰）が 25 名、20 年以上勤続表彰（徳島県商工会議所連合会表彰）が 10 名、30
年以上表彰（日本商工会議所表彰）が９名の計 44 名（17 事業所）の方々が表彰の栄に浴され、
受賞者には表彰盾と記念品が授与されました。
　当所　平尾勲雄会頭より「企業は人材を確保することが難しくなってきており、人手不足問題
は今後ますます深刻化することが予想されます。そのような中、皆様はそれぞれの事業所にとっ
て、非常に貴重な人材であり、無くてはならない存在であります。どうか皆様には、この受賞を
契機とされまして、今後とも事業所発展のため、ますますご精励いただきますと共に、後進のご
指導にも、なお一層のお力添えをお願いしたい。」との激励の挨拶がありました。
　また、来賓の方々からの祝辞に続きまして、受賞者を代表して、㈲森本印刷の福田華代さんか
ら謝辞が述べられました。
　受賞者の皆様方に心からお祝いを申しあげますとともに、なお一層のご活躍とご健勝をお祈り
申しあげます。

主催：阿南市・阿南商工会議所・阿南地方労働基準協会・阿南地区労務改善協会

平尾勲雄会頭よりお祝いの挨拶

岩浅嘉仁市長より受賞者に表彰盾の授与

謝辞を述べる受賞者代表者

ま

ち
づくり協議会だ

よ

り

ふなどころ
阿 南
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２
月
６
日
㈫
、
阿
南
市
文
化
会
館
視
聴

覚
室
に
お
き
ま
し
て
、「
県
南
の
高
規
格

道
路
等
建
設
推
進
の
現
状
と
展
望
（
将
来

計
画
）」
に
つ
い
て
の
説
明
会
が
、
当
所

の
建
設
・
交
通
・
工
業
・
サ
ー
ビ
ス
・
商

業
・
金
融
の
６
部
会
合
同
セ
ミ
ナ
ー
と
し

て
開
催
さ
れ
、
阿
南
市
内
事
業
所
か
ら
約

60
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、国
土
交
通
省
四
国
地
方
整

備
局
徳
島
河
川
国
道
事
務
所
よ
り
、片
岡

浩
史
副
所
長
と

鈴
木
大
健
道

路
調
査
第
一
課

長
を
お
迎
え
し
、

道
路
関
係
予
算
、

四
国
横
断
自

動
車
道
や
阿
南

安
芸
自
動
車
道

（
牟
岐
～
野
根
、

美
波
～
牟
岐
）

の
道
路
整
備
状

況
等
に
つ
い
て
、

詳
し
く
ご
説
明

を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

永
年
、阿
南

商
工
会
議
所
の

重
点
目
標
事
業

と
な
っ
て
お
り

ま
す「
高
速
道

路
等
の
建
設
推

進
」の
現
状
に

つ
き
ま
し
て
は
、

「
四
国
横
断

自
動
車
道
・
新

直
轄
区
間
」で

は一
定
の
整
備
が
進
ん
で
い
る一
方
で
、「
阿

南
安
芸
自
動
車
道
」は
、未
だ
道
路
の
姿
は

見
え
な
い
状
況
で
す
。県
南
地
域
に
お
け

る
、平
時
の
救
急
救
命
は
も
と
よ
り
、南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
災
害
発
生
時
の

「
命
の
道
」と
し
て
、さ
ら
に
は
、人
口
減

少
の
克
服・地
方
創
生
の一
翼
を
担
う「
活

力
の
道
」と
し
て
無
く
て
は
な
ら
な
い
道

路
で
あ
り
ま
す
。

　
一
日
も
早
く
工
事
着
手
し
、速
や
か
に

「
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
」を
解
消
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、改
め
て
高
速
道
路
の
重

要
性・必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、「
地
元
の
熱
意
」を
形
あ
る
も
の

と
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

道
路
整
備
は
、
地
域
と
行
政
の
協
働
事

業
で
あ
り
、
地
域
住
民
の
熱
意
（
声
）
が

必
要
不
可
欠
で
す
。
皆
様
方
の
ご
支
援
・

ご
協
力
で
機
運
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

阿
南
商
工
会
議
所
　
６
部
会
合
同
セ
ミ
ナ
ー
報
告

「
県
南
の
高
規
格
道
路
等
建
設
推
進
の
現
状
と

展
望(
将
来
計
画)

」に
つ
い
て
の
説
明
会
開
催
！
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阿南市富岡町あ王谷52の2  FAX.0884-22-5531 E-mail royal@a-rgh.co.jp

URL http://www.a-rgh.co.jp

0120-23-3838
阿南 ロイヤルガーデンホテル 検索

お花見弁当
お花見向けにおいしさとカラフルさで
話題になる16種をバランスよくセレクト。

1,500円（税込）
南四国支社　徳島営業所
〒077-0865 徳島市南末広町 5-8-8 徳島経済産業会館 3F
TEL 088-625-8679

リサイズ縦 89×横 92mm

「阿南市若者定住促進協議会」が発足される！
　２月16日㈮、阿南市役所
において第１回阿南市若者
定住促進協議会が開催され
ました。
　この協議会は、平成 27
年７月 16 日に阿南商工会
議所若者定住促進委員会が
若者の定住支援に取組むた

めの体制づくりを阿南市長へ要望して発足された協議会です。
　協議会は、阿南市、阿南商工会議所、加茂谷元気なまちづ
くり会、新野商工振興会、伊島町会など８団体と、地域おこ
し協力隊員や移住者ら７名で構成されており、今後は官民一
体となって連携しあい、情報共有して積極的な定住支援に取
組みます。
　なお、事務局は阿南市定
住促進課が担当しており、す
でに定住希望者の相談窓口
や地域おこし協力隊の導入
にも取組まれております。皆
様方のご支援・ご協力をよ
ろしくお願い申しあげます。

若 者 定 住 促 進 委 員 会 活 動 報 告

■ 無期転換ルールとは
　　同一の使用者（企業）との間で、有期労働契約が５年を超
えて反復更新された場合、有期労働契約者（契約社員、パー
トタイマー、アルバイトなど）からの申し込みにより、期
間の定めのない労働契約（無期労働契約）に転換されるルー
ルのことです。契約期間が１年の場合、５回目の更新以後に、
契約期間が３年の場合、１回目の更新以後に無期転換の申
込権が発生します。

■ 無期転換ルールで求められる企業の対応
　　本ルール（５年間のカウントの対象となる労働契約）は平
成25年４月１日スタートですが、平成30年４月１日で５
年が経過し、今後無期転換の本格的な発生が見込まれるた
め、就業規則や社内制度の検討・整備等を行う必要があり
ます。

■ いつまでに何をすればいいか
　　平成30年４月１日から、有期社員の無期転換が本格的に
行われると見込まれるため、それまでに就業規則や社内制
度等の検討・整備を行う必要があります。

　①社内における有期社員の就労実態を把握する。②有期社員
を無期転換後にどのような社員として位置づけるか。人材
活用を戦略的に行うため、無期転換ルールへの対応の方向
性を検討する。③無期転換後の労働条件をどのように設定
するかを検討し、就業規則等を早急に整備する。④制度の
設計段階から、労使のコミュニケーションを密に取る。

■ 無期転換ルールの特例について
　　無期転換ルールの適用に当たっては、有期雇用特別措置法
により、定年後引き続き雇用される有期雇用労働者等につ
いては、都道府県労働局長の認定を受けることで、無期転
換申込権が発生しないとする特例が設けられています。

詳細は徳島労働局雇用環境・均等室（℡0 8 8 - 6 5 2 - 2 7 1 8）までお問い合わせください。

有期労働契約者の
「無期転換ルール」適用について ～早急な対応が必要です。事業 主 の

皆 様 へ …

富
岡
さ
く
ら
祭
り

「
恋
人
の
聖
地
」で
春
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
!?

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
夜
桜
も

楽
し
め
ま
す
。
か
ざ
ぐ
る
ま
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
オ
ブ
ジ
ェ
も

期
間
中
点
灯
予
定
。

日　

時
：
平
成
30
年
３
月
30
日
㈮
～
４
月
８
日
㈰

場　

所
：
牛
岐
城
趾
公
園（
阿
南
市
富
岡
町
ト
ノ
町
）

問
合
せ
：
富
岡
商
店
街
協
同
組
合
☎
22

－

１
６
８
４

さ
く
ら
祭
り
イ
ベ
ン
ト

　

４
月
７
日 

㈯ 

15
時
よ
り（
雨
天
中
止
）

　

お
抹
茶
と
お
菓
子
の
お
茶
会
（
先
着
１
０
０
名
）

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　

ジ
ャ
ズ
演
奏・お
琴・吹
奏
楽
演
奏
、阿
波
踊
り
、

　

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
等（
予
定
）

※
天
候
等
の
状
況
に
よ
り
時
間
を
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
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阿南市富岡町今福寺 61-1
（JR 阿南駅前）

9:30～18:00（日曜・祝日休業）
TEL（0884）23-3388
営業時間

美しく咲き誇る桜の名所をご案内!

　

２
月
25
日
㈰
、
阿
南
市
役
所
新
庁
舎
に

て
第
26
回
阿
南
市
活
竹
祭
と
第
13
回
阿
南

市
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
合
同
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
会
場
に
は
地
元
特
産
品
コ
ー
ナ
ー
や

阿
南
市
と
交
流
の
あ
る
市
内
外
の
出
店

ブ
ー
ス
が
集
結
し
て
盛
り
上
が
り
、
庁
舎

内
で
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
等
も
に
ぎ
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

女
性
会
で
は
、
３
年
ぶ
り
に 

〝
特
製
お

で
ん
〟
を
出
店
販
売
し
ま
し
た
。
前
日
か

ら
の
仕
込
み
で
は
、
会
員
ら
が
主
婦
の
腕

前
を
発
揮
し
て
、
大
鍋
８
杯
分
に
大
根
・

こ
ん
に
ゃ
く
・
ち
く
わ
・
卵
・
干
し
椎
茸

等
を
美
味
し
く
味
付
け
し
て
煮
込
み
ま
し

た
。
じ
っ
く
り
味
の
し
み
こ
ん
だ
〝
特
製

お
で
ん
〟
は
、
来
場
者
か
ら
は
「
美
味
し

い
」
と
大
変
好
評
で
、
お
昼
に
は
全
て
完

売
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
を
盛
り
上
げ
る
活
竹

祭
の
名
物
〝
特
製
お
で
ん
〟
と
し
て
、
出

店
販
売
し
続
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

 

〝
特
製
お
で
ん
〟
で

　
　

 

心
も
体
も
ほ
っ
か
ほ
か
!!

地
元
イ
ベ
ン
ト
「
活
竹
祭
」
で

〝
特
製
お
で
ん
〟
の
温
も
り
を
!!

女
性
会
だ
よ
り

　

天
候
に
恵
ま
れ
た
２
月
11
日
㈰
、
阿
南

市
富
岡
町
の
牛
岐
城
趾
公
園
で
は
、
富
岡

地
域
お
こ
し
協
力
隊
主
催
に
よ
る
「
Ａ
ｎ

ａ
ｎ 

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ 

軽
ト
ラ
市 

ｏ
ｎ 

バ

レ
ン
タ
イ
ン
」
が
開
催
さ
れ
、
公
園
内
に

は
老
若
男
女
約
１
，
０
０
０
名
が
集
い
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

地
産
の
朝
と
れ
野
菜
や
、
パ
ン
屋
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
の
15
店
が
開
店
し
て

賑
わ
い
、
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
チ
ョ
コ
投
げ
、
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
、

ラ
ブ
ソ
ン
グ
カ
ラ
オ
ケ
大
会
Ｕ

－

30
、
ア

コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
が
披
露
さ
れ
、

会
場
を
盛
り
あ
げ
ま
し
た
。

　

阿
南
商
工
会
議
所
青
年
部
で
は
、
富
岡

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
受
入
団
体
と

し
て
サ
ポ
ー
ト
し
、
う
ど
ん
と
綿
菓
子

を
販
売
、
ま
た
、
出
店
し
て
い
る
お
店
で

２
０
０
円
分
を
買
物
す
る
と
１
枚
の
抽
選

券
を
配
布
、
そ
の
抽
選
券
を
５
枚
集
め
る

こ
と
で
引
け
る
ガ
ラ
ガ
ラ
抽
選
会
の
景
品

を
提
供
し
ま
し
た
。
景
品
に
は
、
阿
南
市

の
特
産
品
（
し
い
た
け
、
わ
か
め
、
ひ
じ

き
、
た
け
の
こ
）
と
地
元
職
人
が
作
っ
た

商
品
を
「
地
産
知
匠
セ
ッ
ト
」（
も
み
じ

や
の
お
菓
子
、
西
部
木
工
の
藍
染
木
製
鞄

な
ど
）
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
軽
ト
ラ
市
」
開
催
を
機
に
、
生

産
者
と
消
費
者
の
交
流
を
深
め
る
と
と
も

に
商
店
街
に
活
気
を
取
り
戻
し
な
が
ら
賑

わ
い
の
創
出
を
図
り
、
地
域
の
魅
力
の
再

発
見
と
現
在
か
ら
将
来
に
至
る
地
域
の
活

性
化
に
繋
げ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「 

Ａ
ｎ
ａ
ｎ 

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ 

軽
ト
ラ
市

 　
　
ｏ
ｎ 

バ
レ
ン
タ
イ
ン
」
開
催
！

青
年
部
だ
よ
り

私 た ち に お 任 せ く だ さ い。

open@yonepri .com

米崎印刷株式会社

委
託
し
ま
せ
ん
か
？

阿
南
商
工
会
議
所

労
働
保
険
事
務
組
合
に業

務
上
の
事
由
や
通
勤
に
よ
る
ケ
ガ
、
仕
事
が
直
接
の
原
因
と

な
る
病
気
な
ど
、
本
人
や
ご
家
族
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
な

保
険
給
付
を
行
う
制
度
で
す
。

労
災
保
険
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や

ア
ル
バ
イ
ト
の
方
も
対
象

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業
主
が
、

労
働
保
険
（
労
災
保
険・雇
用
保
険
）
に
入
る
義
務
で
あ
り
、
責
任
で
す
。

雇
用
保
険
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
な
ど

一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
方
が
対
象

万
一
失
業
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
生
活
の
安
定
を
守
り
、
再

就
職
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
給
付
を
行
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
失
業
の
予
防
、
労
働
省
の
能
力
開
発
や
向
上
、
そ
の
他

労
働
者
の
福
祉
増
進
を
図
る
た
め
の
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■お問い合せ　阿南商工会議所 労働保険事務組合
　　　　　　　TEL.0884-22-2301

の２つの制度です。

労働保険は
労災
保険

雇用
保険と
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阿
波
の
八
ち
ゃ
ん

み
な
で
、よ
う
に
せ
ん
か
！

阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校 

名
誉
教
授
　
湯
　
城
　
豊
　
勝

　

今
回
は
少
し
変
わ
っ
た
タ
イ
ト
ル
名
に
な
り
ま
し

た
が
、
表
題
の
よ
う
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
阿
南
市
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。〝
阿
波
の
八
ち
ゃ
ん
〟
と
は
那

賀
川
の
愛
称
で
す
。「
み
な
で
、
よ
う
に
せ
ん
か
」

と
は
「
み
ん
な
で
良
く
し
よ
う
」
と
い
う
那
賀
川
流

域
の
方
言
で
す
。
こ
の
会
議
の
正
式
名
称
〝
第
９
回

応
用
生
態
工
学
会
全
国
フ
ィ
ー
ル
ド
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

in
阿
南
〟
が
、
１
月
27
日
㈯
（
ひ
ま
わ
り
会
館
：
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
）・
28
日
㈰
（
フ
ィ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
）

の
両
日
に
亘
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
聞
き

な
れ
な
い
言
葉
が
出
て
き
ま
し
た
が
、
応
用
生
態
工

学
と
は
生
態
学
と
土
木
工
学
の
関
係
者
が
共
同
し
て

「
人
と
生
物
の
共
存
」「
生
物
多
様
性
の
保
全
」「
健

全
な
生
態
系
の
持
続
」
を
共
通
の
目
標
に
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
学
問
で
す
。
そ
し
て
、
今
回
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
目
的
は
ズ
バ
リ
土
砂
還
元
、
分
か
り
や
す

く
言
え
ば
ダ
ム
に
溜
ま
っ
た
土
砂
を
ダ
ム
下
流
に
運

ぶ
こ
と
に
よ
り
砂
礫
が
復
活
し
、
清
流
に
ア
ユ
躍
る

那
賀
川
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

那
賀
川
に
お
い
て
は
、
平
成
19
年
度
以
降
長
安
口

ダ
ム
に
堆
積
し
た
土
砂
を
下
流
に
運
び
、
洪
水
に

よ
っ
て
さ
ら
に
下
流
に
流
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
量

１
４
０
万
㎥
と
い
う
の
は
全
国
に
も
例
の
な
い
多
さ

の
規
模
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
事
業
に
よ
っ
て
分
か
っ

た
こ
と
を
整
理
し
つ
つ
、
今
後
に
向
か
っ
て
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
め
ば
よ
い
か
を
多
く
の
人
に
考
え
て

も
ら
お
う
と
す
る
企
画
で
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
全
国
か
ら
約
１
５
０
名
の
参

加
が
あ
り
、
立
見
席
が
出
る
ほ
ど
の
盛
況
と
な
り
興

味
の
深
さ
が
窺
わ
れ
ま
す
。
ま
ず
、
京
都
大
学
竹
門

康
弘
准
教
授
よ
り
「
自
然
の
川
は
変
動
す
る
も
の
」

と
題
し
た
基
調
講
演
が
あ
り
、
日
本
の
川
の
生
物
は

川
の
変
動
を
受
け
て
生
息
し
て
お
り
変
動
に
対
し
て

強
い
も
の
で
あ
る
と
か
、
土
砂
還
元
の
目
標
設
定
に

対
す
る
貴
重
な
助
言
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
い
で
、

大
野
小
学
校
４
年
生
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ

「
清
き
那
賀
川
」
の
初
披
露
が
あ
り
ま
し
た
が
、
那

賀
川
に
対
す
る

思
い
が
切
々
と

伝
わ
っ
て
く
る

美
し
い
歌
詞
と

ハ
ー
モ
ニ
ー
で

し
た
。

　

休
憩
後
、
国

土
交
通
省
砂
防

部
保
全
課
の
宇
根

寛
総
合
土
砂
企

画
官
よ
り
「
総
合

的
な
土
砂
管
理
の

現
状
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
話
が
あ
り
ま
し
た
。
事
例

報
告
で
は
、
那
賀
川
の
置
土
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
報
告
、

相
模
川
の
健
全
な
土
砂
環
境
を
目
指
し
た
話
、
利
根

川
流
系
神
流
川
で
の
環
境
改
善
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
総
合
討

論
で
す
。
徳
島
大
学
大
学
院
河
口
洋
一
准
教
授
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
、
５
人
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

か
ら
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
に
加
え
て
い
た
だ
き
、
流
域
住
民
代
表
と

学
識
者
の
立
場
か
ら
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

討
論
の
ま

と
め
と
し
て
、

河
川
生
態
環

境
を
良
く
す

る
た
め
に
は
、

治
水
と
利
水

に
注
意
を
払

い
つ
つ
、
住

民
の
理
解
と

協
力
を
得
て
、

モ
ニ
タ
リ
ン

グ
も
し
っ
か

り
し
な
が
ら

土
砂
還
元
を
し
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
、
ま
た
川
口
ダ
ム

下
流
へ
の
土
砂
還
元
も
必
要
だ
ろ
う
と
の
話
に
な
り

ま
し
た
。

　

翌
日
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
に
お
い
て
は
約
60
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
旧
木
沢
村
の
十
二

社
前
で
、
長
安
口
ダ
ム
に
堆
積
す
る
土
砂
の
掘
削
や

置
き
土
砂
状
況
を

視
察
し
ま
し
た
。

次
い
で
、
小
浜
大

橋
下
流
の
置
き
土

砂
を
視
察
、
さ
ら

に
は
置
き
土
砂
が

到
達
し
て
い
る
小

計
（
こ
ば
か
り
）

橋
近
く
で
は
川
ま

で
降
り
、
瀬
渕
や

河
床
材
料
、
ま
た

底
生
生
物
の
確
認
も
行
い
、
河
川
環
境
の
良
く
な
っ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
は
、
土
砂
還
元

に
取
り
組
ん
で
い
る
全
国
の
事
例
を
紹
介
し
て
も
ら

い
、
さ
ら
に
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
こ
の
事
業
が
持
つ
意
義
や
効
果
が
分
か
り
、

現
地
視
察
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
理
解
度
が
ア
ッ
プ
し

た
と
思
い
ま
す
。
全
国
か
ら
、
ま
た
那
賀
川
流
域
等

か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
皆
様
、
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。
表
題
の
通
り
、
み
な
さ
ん
の
力
で

那
賀
川
の
環
境
を
良
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

熱の入ったパネルディスカッション

大野小学校児童による〝那賀川の歌〟合唱

底生生物の確認

　今年も那賀川アフターフォーラム主催で、【源流碑開
き】を開催します。流域の安全祈願式、上下流の小中学生
による交流会、源流域周辺清掃活動、源流の水質調査等
を実施します。参加者/先着200名には参加記念品として
『源流餅』を配布します。みなさん、春の那賀川源流に足
をお運びください。

■ 日  時：平成30年５月中に実施予定：10：30～（小雨決行）
■ 場  所：那賀町木頭北川　剣山スーパー林道・剣山トンネル西側
　　　　　那賀川源流碑前広場特設会場
■ 主  催：那賀川アフターフォーラム
■ 共  催：ゆきかう那賀川推進会議(国土交通省、徳島県、阿南市、那賀

町ほか）
■ 協  賛：国土交通省四国地方整備局那賀川河川事務所、四国クリエイト

協会、阿南商工会議所、那賀川工業用水利水者協議会、北越紀
州パレット㈱

問い合わせ：那賀川アフターフォーラム　会長　中村　℡ 090-4786-5291　／　事務局長　森岡  ℡ 090-4339-1341

清掃作業のできる服装、履物で参加してください。／清掃道具（ゴミ袋、軍手等）は準備します。その他必要品は各自持参。／昼食弁当、お茶、飲み物等は各自持参願います。

注 意 事 項

第13回 那賀川源流碑開き開催案内
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■参加費：会　員 ￥5,000/ 人  ・  非会員 ￥8,000/ 人
　　　　　※テキスト代・昼食代含む
■受講者：先着 40 名　■申込締切：４月５日㈭
■お問合せ：阿南商工会議所業務課　TEL 0884-22-2301

日時：平成 30 年 4 月 9 日 ㈪
　　　10：00 ～ 16：30
　　　（12：00 ～ 13：00 は昼休憩）

会場：阿南市商工業振興センター 2 階
講師：アソシエイト・ゆう

　　　代  表  大
おおなか

仲  希
き み こ

美子 氏

（　講 座 内 容　）
①　企業人としての意識付けと、仕事をするうえで基盤と

なるビジネスマナーを徹底トレーニングし、やる気の
ある人財に変革します。

②　様々なビジネスシーンを想定し、その場に応じた感じ
の良い応対の実習を中心に学びます。お客様の印象に
残るワンランク上の接遇応対ができるようなります。

③　コミュニケーションゲームを通して、チームワークの
大切さやチームでの達成感を体験的に学びます。

ビジネスマナー
徹底トレーニング明日から実践 !!

新入・若手社員のための

四国はひとつ“阿波のみち”女性フォーラム

みちづくり　成功の方程式

成功の鍵 地域の思い
志・誠

基盤整備 情熱

=

× ×=

地域の自信と誇り
どういう地域にしたいか
何を実現したいか

行政は責任をもって
地域のご協力

私たちの行動力
諦めない力

地域と行政の協働事業

野田聖子総務大臣を囲み「全国から全員集合～！」

国土交通省石川雄一道路局長への要望活動

▲
ご
来
賓
の
方
々
と
記
念
写
真

（
右
か
ら
森
昌
文
国
土
交
通
省
技
監
・
石
田

東
生
筑
波
大
学
名
誉
教
授
・
深
澤
淳
志
東
京

海
上
日
動
火
災
保
険
㈱
顧
問
・
白
石
真
澄
関

西
大
学
政
策
創
造
学
部
教
授
・
前
川
秀
和
西

日
本
高
速
道
路
㈱
取
締
役
）

「
全
国
み
ち
づ
く
り
女
性
団
体

交
流
会
議

2017 

in 

東
京
」
開
催

　

私
た
ち
「
四
国
は
ひ
と
つ
〝
阿
波
の
み
ち
〟
女
性

フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
」
は
、
女
性
の
視
点
か
ら

高
速
道
路
の
必
要
性
に
つ
い
て
考
え
、
地
域
と
密
着

し
た
〝
み
ち
づ
く
り
〟、
魅
力
的
で
活
力
あ
る
〝
ひ

と
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
〟
を
目
指
し
、「
未
来
へ

つ
な
ご
う
！
道
・
ひ
と
・
地
域
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

２
０
０
３
年
か
ら
活
動
し
て
お
り
、
毎
年
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
通
じ
て
地
域
と
し
て
の
熱
意
を
示
し
、
要
望
活

動
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
４
年
１
月
に
は
全
国
み
ち
づ
く
り
女
性

ネ
ッ
ト
が
設
立
さ
れ
、
毎
年
１
月
に
は
東
京
で
全
国

大
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
も
全
国
み
ち
づ
く

り
女
性
団
体
交
流
会
議
２
０
１
７
「
拓
こ
う
！
命
と

未
来
を
守
る
希
望
の
み
ち
～
つ
な
ご
う
地
域
の
夢
を

女
性
パ
ワ
ー
で
～
」
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
25
団

体
１
２
８
名
が
集
結
し
ま
し
た
。

　

開
会
早
々
に
は
サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
が
登
場
。
野

田
聖
子
総
務
大
臣
は「
女
性
は
粘
り
強
く
、子
々
孫
々

の
未
来
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
」、
ま
た
、
太
田

昭
宏
元
国
土
交
通
大
臣
は
「
２
０
０
回
以
上
新
年
会

に
出
席
し
て
い
る
が
、
こ
の
会
が
最
も
勢
い
を
感
じ

る
」
と
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
、
会
場
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
会
場
に
は
ご
来
賓
と
し
て
、
国
土

交
通
省
森
昌
文
技
監
を
は
じ
め
、
歴
代
道
路
局
長
、

学
識
者
・
有
識
者
他
多
数
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。

活
動
報
告
会
で
は
、
全
国
か
ら
、
北
は
青
森
、
南
は

宮
崎
ま
で
の
各
参
加
団
体
が
5
分
間
ず
つ
趣
向
を
凝

ら
し
た
活
動
報
告
を
行
い
、
私
た
ち
は
昨
年
11
月
に

開
催
し
ま
し
た
「
未
知
フ
ォ
ー
ラ
ム 

２
０
１
７ 
in 

海
陽
」
で
深
澤
淳
志
講
師
か
ら
伝
授
さ
れ
た
「
み
ち

づ
く
り
成
功
の
方
程
式
」
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

全
国
の
女
性
パ
ワ
ー
を
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
せ
て
い

た
だ
く
活
気
溢
れ
る
報
告
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
元
の
熱
意
を
失
う
こ
と
な
く
、
女
性
の

感
性
を
活
か
し
た
情
熱
を
も
っ
て
県
南
部
の
道
路
整

備
促
進
活
動
、
要
望
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

四
国
は
ひ
と
つ
〝
阿
波
の
み
ち
〟

女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会

事
務
局
：
阿
南
商
工
会
議
所
内
　
岡
澤
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 阿
南

市
日

開
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町
九
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ヶ

坪
　

価
格

：
一

部
100円 （

会
員

の
購

読
料

は
会

費
に

含
む

）

展示コーナー

体験コーナー

チャイルドケアでは、物理的な施術ではなく、心を伝えるひと
つの手段であり、愛情を伝えることが大切と提案しています。
タッチケアの有効性のお話しと体験。◎持参物：タオル　

親子で癒すチャイルドケア～ハンドケア編～
にじいろ広場・

山田　未沙紀
４月14日㈯　13：00～14：30　

●参加費：500円　●申込締切：４月13日㈮　●定員：６名

４月22日㈰　13：00～15：00　
プリザーブドフラワー、アートフラワー、リボンを使ってトルソーにかざります。母
の日のプレゼントにもできます。

～ 楽しくプリザーブドフラワーレッスン～ 矢田　益実

●参加費：2,500円　●申込締切：４月20日㈮　●定員：10名

３月13日㈫～３月25日㈰　10：00～20：00
キルトスクエア徳島ベルベット教室の教室展です。
バラのキルト、季節のキルトなどたくさん展示します。

こっとんぽえむの パッチワークキルト展 こっとんぽえむ・
福本　美智代

展示数　約35点 ［初日（３/13）は12：00より、 最終日（３/25）は10：00～15：00］

４月24日㈫～５月６日㈰　10：00～20：00
今回は乗り物を主とした作品を出します。

第3回 國久竹細工展 久積　國人

展示数　約30点 ［初日（４/24）は12：00より、 最終日（５/６）は10：00～15：00］

阿南光のまちステーションプラザ

☎0884-24-3141阿波踊り活竹人形作り
星形あんどん作り

常時開催中 お問合せ
お申込み

阿南光のまちステーションプラザ

イ ベ ン ト 案 内

４月10日㈫～４月22日㈰　10：00～20：00
押花を額にとじこめて、長く楽しんでいます。又、子供達に押花に親しんでもらえ
る様に活動しています。

押花額作品展 押花ボランティアグループコスモスフレンズ

展示数　約50点 ［初日（４/10）は12：00より、 最終日（4/22）は10：00～15：00］

３月27日㈫～４月８日㈰　10：00～20：00
光のまちSP展示同好会約40人による「みんなの…」シリーズ第8弾。布、粘土、
ガラス、ちりめん、竹、紙など色々な素材での『はな・はる』をお楽しみください。

みんなの『はな・はる』展 光のまちステーションプラザ展示同好会

展示数　約50点 ［初日（３/27）は12：00より、 最終日（４/８）は10：00～15：00］

新 規 会 員
ごさん 介紹

H29.10/１～H30.２/28

※尚、掲載につきましては、加入の際に掲載承諾を頂いた事業所のみ、ご紹介
しております。当商工会議所では、組織基盤の強化を図るため会員の募集をし
ております。お知り合い、お取引先などで未加入の事業所・団体がございまし
たら、是非この機会にご紹介頂けますようお願い申しあげます。

ご
加
入
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東とくしま農業協同組合
新鮮・安全で美味しい地元の食材を提供いたします !
代表／荒井　義之　【総合農協】
小松島市堀川町 3-8　☎ 0885-32-8111

㈱Triple Five Corporation
情熱・誠実・感謝の 3 本の旗を揚げて前へ進みます！
代表／森　　英樹　【サービス業】
阿南市那賀川町豊香野 120 番地　☎ 0884-49-3759

㈲日栄工業
プラント設備の保守と補修のことならお任せください !
代表／鈴木　琢也　【鉄工業】
阿南市橘町幸野 62-23　☎ 0884-27-1214

橋本砿油㈲
灯油配達、LPガスは当店におまかせください！
代表／橋本　　滋　【燃料小売業】
阿南市富岡町西石塚 2-1　☎ 0884-22-2417

平成 30 年度  各種検定試験スケジュール
～スキル ＆  即戦力を身につけましょう !! ～

簿記検定取得の意義  …
●企業の経営活動を記録・計算・整理して、企業の経営成績と財政状態を明

らかにする技能です。企業の活動を適切、かつ正確に情報公開すると共に、
経営管理能力を身につけることができます。

試 験 日　６月 10 日 ㈰
申込期間　４月 17 日 ㈫ ～ 5 月 10 日 ㈭
受 験 料　１級 7,710 円　　２級 4,630 円　　３級 2,800 円
試験会場　阿南商工会議所
申込方法　阿南商工会議所　業務課へお問い合わせください。

第 149 回  日商簿記検定

福祉住環境コーディネーターの役割  …
～やさしさあふれる住環境づくり～
●福祉住環境コーディネーターとは、高齢者や障害者に対して住みやすい住

環境を提案するアドバイザーです。医療・福祉・建築について体系的で幅
広い知識を身につけ、各種の専門職と連携を取りながらクライアントに適
切な住宅改修プランを提示します。また福祉用具や諸施策情報などについ
てもアドバイスします。

試 験 日　７月８日 ㈰
申込期間　４月 24 日 ㈫ ～ 5 月 25 日 ㈮
受 験 料　２級 6,480 円　　3 級 4,320 円
試験会場　阿南市商工業振興センター
申込方法　東京商工会議所検定センターへ直接アクセスしてください。

第 40 回  福祉住環境コーディネーター検定

環境社会検定（eco 検定）取得の意義  …
●企業にとっては、多くの従業員がこの知識を持つことによって、企業の社

会的責任（CSR）対応に厚みを増すとともに従業員の多くが eco 検定の
合格者であるということで、人材面から環境問題に対応しているとのア
ピールも可能になります。（企業のイメージアップ）

●日常生活の中で、環境に配慮した生活知識を身につけることができるとと
もに、この知識を是非新たな地域づくり、コミュニティ再生に活かし活動
していただくことも期待しています。

試 験 日　７月 22 日 ㈰
申込期間　５月８日 ㈫ ～６月８日 ㈮
受 験 料　5,400 円
試験会場　阿南市商工業振興センター
申込方法　東京商工会議所検定センターへ直接アクセスしてください。

第 24 回  環境社会検定（eco 検定）

■ お問い合せ先 阿南商工会議所 業務課　TEL ： 0884-22-2301
URL ： http://www.anancci.or.jp/exam.html
E-Mail ： anancci@anancci.or.jp

東京商工会議所検定センター　TEL：03-3989-0777　URL：http://www.kentei.org

阿南消費者協会だより

阿
南
市
消
費
者
協
会
・
新
年
会

会　

長　

長　

久　

生　

實

　

阿
南
市
消
費
者
協
会
連
合
会
か
ら
阿
南
市
消
費
者

協
会
に
な
り
、
初
め
て
の
新
年
会
で
し
た
。
阿
南
、

羽
ノ
浦
、
那
賀
川
の
会
員
が
一
同
に
集
ま
る
と
、
地

域
色
が
出
て
、
余
興
は
例
年
以
上
に
華
や
か
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

新
年
会
に
先

だ
っ
て
岩
浅
市
長

の
ご
講
演
を
お
聞

き
し
、住
友
議
長
、

川
田
市
民
部
長
、

達
田
県
議
さ
ん
の

ご
挨
拶
も
頂
き

ま
し
た
。大
部
分

は
女
性
で
し
た
が
、

男
性
会
員
の
阿
南

市
議
さ
ん
や
消
費

生
活
相
談
員
も
参

加
さ
れ
、会
員
同

士
の
ふ
れ
あ
い
の

場
に
な
り
ま
し
た
。

１月 15 日 ロイヤルガーデンホテルにて


